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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月16日(2010.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　７×１０８パスカル未満の弾性率を有する光透過性ポリマー本体層と、
　前記本体層の主表面から突出する複数のキューブコーナ要素と、
　前記本体層の少なくとも一部分に接着して前記キューブコーナ要素と空気の境界面を保
持した、単層または多層の封止フイルムと、
　を含む柔軟性再帰反射物品であって、
　前記本体層と接触した前記封止フィルムは、少なくとも約５０％の量のアルキレンの反
応生成物と、少なくとも１つの非酸性極性モノマーの反応生成物とを含む熱可塑性ポリマ
ー材料である、柔軟性再帰反射物品。
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